第１回　各務原警察署協議会
Ⅰ　開催概要
開催日時　令和8年6月25日(木曜日）
開催場所　各務原市中央ライフデザインセンター
Ⅱ　出席者
（1）警察側（12名）
　　各務原警察署長　有井　隆
　　副署長　髙田　敬
　　総務監察指導官　小路　和公
　　警務課長　三辻　雄一郎（以下略）
（2）協議会委員（7名）
Ⅲ　議題（※本会議で協議した項目は下記のとおりです）
１．開会
２．委嘱状交付
３．警察署長挨拶
４．警察署幹部紹介
５．委員自己紹介
６．会長・副会長選出
７．会長挨拶
８．議事
（1）第1号議案　協議会趣旨及び開催計画（案）説明
（2）第2号議案　各務原警察署管内の概況説明
（3）第3号議案　警察に対するご意見・ご要望

【ご意見・ご要望】
・高齢者向けの啓発活動について
特殊詐欺や自転車の安全利用など、高齢者向けの啓発活動を実施したいと考えております。ご協力をお願いします。
・道路速度規制について
9 月から道路の法定速度が 30 km に引き下げられます。高齢ドライバーへの広報はどのように実施されますか。
【回答　交通課長】
各種会合、巡回連絡、署のホームページ等、あらゆる手段で広報を行います。

・小学校周辺の速度違反について
30 km 制限を守らない車が見受けられます。取締りを要請いたします。
・保護司としての少年保護観察について
観察期間は 20 歳になるまでですが、原付バイク事故や迷惑行為を行う少年が増えています。悪い方向へ進まないようにするには、どのようにすべきでしょうか。
【回答　生活安全課長】
少年の更生支援は、まず非行に対して厳正に対処し、本人に反省させることが基本です。その上で必要な支援を行いますので、連携をお願いします。

・小学校児童の交通事故について
2 年連続で児童が交通事故に遭いました。学校での指導は実施していますが、帰宅後の指導には限界があります。連携を要請いたします。
・交差点の信号機設置要望
以前死亡事故が発生した交差点に、信号機設置を求める声があります。具体的な手続きや進め方をご教授ください。
【回答　交通課長】
現状の把握を行います。

・医師に対する市民の認識と警察への要望
医師には応召義務があるため医師に相談すれば幅広く対応してくれるという期待を持たれる方が多いですが、時には「期待したほどの対応が得られなかった」と感じられることもあるようです。
医師として、認知症に関わるトラブルが増えている実感があります。
【回答　警務課長】
警察は、市民の皆様から「警察だから…」という期待や要望をいただくことがあります。これらの期待に応えるべく、広報活動を通じて警察の業務や取り組みを正しく理解していただくことが重要です。今後は、医療との連携を一層強化し、地域の安全向上に努めてまいります。

・警察官志望者からの質問
警察官になりたいのですが、どのようにすればよいでしょうか。
【回答　警務課長】
協議会委員として警察の仕事を理解し、採用試験に向けて努力してください。

９．閉会

